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１ 会議の名称  学校評議員会 （第１回） 

 

２ 会議の構成  委 員  安 藤 久 男  鏡島自治会連合会会長 

竹 本 康 史  岐阜聖徳学園大学教授 

川 田 博 子  元ＰＴＡ会長 

纐 纈 孝 義  東栄管機株式会社 生産部長 

    

学校側  髙 木  茂   校 長 

大 野  聡   事 務 長 

片 桐 郁 至  教 頭 

纐 纈 良 二  教務主任 

廣 江  修   生徒指導主事 

森   公 彦  進路指導主事 

美濃島 広 幸  特別活動部長 

小 林 和 豊  商業科主任 

 

３ 会議の目的  地域社会との連携を深め、開かれた特色ある学校運営を推進する。 

 

４ 会議の開催  平成２７年７月２日（木）１４：４０～１５：４０ 

本校 校長室 

 

５ 会議の概要 

  （１）挨拶（学校長） 

     創立５０周年に向けて準備を進めている。今年度着任し、本校目標「市岐商ブ

ランドの確立」を継承し、さらなる高みを目指して行きたい。その為にはまず、

基礎的な学力を確実に身に付けると同時に、基本的な生活習慣を身に付け、さわ

やかな挨拶ができるよう指導を行いたい。また、自ら学び、自ら考え行動できる

生徒を育てたい。 

     学校評議員会は、学校改革を推進するとういうことが目的である。この会でい

ただいた意見等を学校運営に反映し、改革を行って行きたい。 

（２）学校評議員の委嘱 

     ア 学校長から４名の学校評議員の委嘱を行う。 

（３）日程説明（教頭） 

（４）「総合的な学習の時間」の見学 １４：５０～１５：０５ 

   ア 市岐商デパート 店舗別会議の見学 

     各店舗担当生徒（各クラス２店舗）と仕入業者との打合せ、懇談の様子を見学

する。 

（５）学校説明（学校側）１５：０５～１５：４０  

ア 教務部 

  本年度の教育課程について、英語と数学の習熟度授業の実施について説明

を行う。また次年度から、進路選択の多様化に伴い、選択科目の変更と生徒

の実態に合った科目の追加や変更等、教育課程の変更点について説明を行う。 

イ 生徒指導部 

挨拶指導の徹底や、立ち止まっての挨拶の習慣付けの指導について説明を



行う。また最近の様子の特徴として遅刻の減少について説明を行う。 

スマートフォン等のＳＮＳの利用については、その利用の在り方について、

誹謗中傷等の事例を紹介し、注意を喚起している。現在特に問題はないこと

の報告を行う。 

交通事故について、昨年度同時期６件に対し、本年は３件であることの 

報告を行う。 

「生徒指導部だより」を月２回発行し、他校や新聞報道での事案を紹介し 

生徒に注意喚起を行っていることの報告を行う。 

ウ 進路指導 

  昨年度の進路状況を説明し、今年度の就職、進学希望状況を説明する。ま

た今年度は７月１日の求人件数が昨年と比較し増加していることの報告を

行う。 

進路意識を高めるため１、２年生には年２回、３年生には進路選択につい

て年５回、学年ごとにガイダンスを実施し、職業観・勤労観について考えさ

せる機会を設けていることを説明する。 

エ 特別活動部 

  インターハイ出場を決めた相撲部の紹介をする。野球部について県大会の 

日程等を説明する。またブラスバンド部が野球応援に向けて、毎日熱心に練 

習を行っていることを報告する。 

  近年女子の入学者数が増加し、文化系の部活への加入率が高まっている。 

      文化系の部活ではマルチメディア研究部が「地産地消」をテーマに地域での 

取り組みについて活動していることを報告する。 

オ 商業教育部 

   学科とコースの特性を説明し、そこでの資格取得の状況を説明する。１年

生で全商２級、２年生で１級の学習を行い、高度な資格取得を目指している

ことを説明する。 

   学校を地域に開放すること目的に市民講座開催について説明する。講座を

通して、一般の参加者に学校を紹介すると同時に、進行役の生徒に伝えるこ

との難しさを体験させ、コミュニケーション能力育成を図ることの大切さを

説明する。 

 

（６）評議委員からの意見 

・ 論田川の清掃活動や凧揚げの協力等日頃の自治会の活動の協力に感謝してい

る。今年も論田川の清掃活動が年３回、凧揚げについては２月に計画されてい

る。よろしく協力を願いたい。 

・ 「総合的な学習の時間」ではどの生徒も真面目に取り組んでいた。 

・ 「総合的な学習の時間」市岐商デパートでは、原価的なことを考えることが、 

経営者としての発想が身に付くのではないか。今後の活動に取り入れてはどうか。

さらに各生徒が興味を持って行うことが大切であると考える。 

・ 昨年と同様に、生徒の挨拶がとても良い。今後も生徒のためにも指導を継続

して欲しい。 

・ 求人状況が回復してきており生徒にとってはよいことである。進路指導につ

いて、生徒自身が納得して進路を決定することが大切である。きめ細やかな指

導を期待したい。 

  ・ 「地産地消」をテーマにした商品開発について、大変素晴らしいので積極的 

に宣伝をしてはどうかと思う。 

・ 地元住民として今年度も「市岐商デパート」について楽しみにしており、期 

待している。 


